
県 議 の 岩 切 た つ や で す 。 １ １ 月 定 例 議 会 報 告 で す 。 〈 第 ３ ０ 号 〉

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初当選、

現在二期目。厚生常任委
員会委員長

立憲民主党宮崎幹事長

現在61歳

社会福祉士、宮崎県里親

十
一
月
議
会
で
は
一
般
質
問

に
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
中
心
に
ご
報
告
し
ま
す
。

働
く
者
の
立
場
を
守
り
、
全

て
の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な
未

来
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時

に
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

沿
岸
部
に
生
活
す
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て「
津
波
」
は
と
て
も

関
心
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
動
け

る
よ
う
に
、
日
頃
の
避
難
訓
練
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
緊
急
・
一
時
的
に
避
難
す
る

施
設
と
し
て
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
立
体
駐
車
場
な
ど
を
「
避

難
ビ
ル
」と
指
定
し
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
避
難
ビ
ル
を
、
避
難
訓
練
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と

は
や
り
づ
ら
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

人
様
が
居
住
さ
れ
て
い
る
の
で
、
配
慮
は
必
要

で
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
だ
け
と
い
う
こ
と
で
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
訓

練
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と
は
防
災
上
必
要
と
思
い
ま

す
。
避
難
ビ
ル
を
利
用
し
た
訓
練
の
実
態
に
つ
い
て
、
危
機
管

理
統
括
監
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は「
避
難
ビ
ル
へ
の
避
難
訓
練
は
、
建
物

の
所
有
者
や
居
住
者
の
協
力
が
必
要
に
な
り
、
あ

ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
と
も
、
実
効
性
の
あ
る
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
沿
岸
市
町
と
連
携
し
て
い
き

た
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

津
波
避
難
ビ
ル
は
宮
崎
市
内
で
二
七
〇
カ
所
ほ
ど
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
ビ
ル
へ
の
避
難
は
、
夜
間
・
休
日
の
対
応
、
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
の
開
錠
、
避
難
時
の
安
全
確
保
上
の
責
任
、
ビ
ル
の
破

損
等
の
課
題
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な
ど
な
ど
配
慮
す
べ
き

こ
と
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
と
ビ
ル
所
有
者

・
居
住
者
と
の
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
た
め
に
も
、
避
難
訓
練
を
企
画
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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台風１４号は

県内に大きな爪

痕を残しました。

近年、日本近海

の海水温が高い

ために、台風は

勢力を拡大しな

がら宮崎県に近

づいてきます。

地球環境の温

暖化は、気象に

大きな変化を与

え続けており、

人が生きていく

環境として危機

新
年
に
寄
せ
て

私
た
ち
の
社
会
で
は
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
欠
く
言
動
や
、
と
げ
と
げ
し
さ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
社
会
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

物
価
高
に
あ
え
ぐ
庶
民
の
生
活
が
あ
る
一
方
で
、「
法
務
大
臣
は
票
や
金
に
な
ら
な
い
」

発
言
や
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
数
千
万
円
の
利
益
を
得
て
、
そ
れ
を
報
告
し
な
い
国

会
議
員
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
を
あ
お
り
防
衛
費
を
大
幅
ア
ッ
プ
す
る

ま
え
に
、
仮
想
敵
国
を
作
ら
な
い
外
交
に
汗
を
流
す
政
治
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
が
思
う
以
上
に
政
治
が
劣
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
地
方
か
ら
、
ま
と
も
な
政
治
を
取
り
戻
し
、
平
和
で
福
祉
の
充

実
し
た
社
会
を
求
め
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
人
の
温
情
を
互
い
に
感
じ
合
い
、
助
け
合

う
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

新
年
を
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
希
望
あ
る
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■11月臨時議会補正予算 253.1億円

（うち台風第１４号災害対策 187.5億円）

（うち原油価格・物価高騰等総合緊急対策

50.8億円）

■11月議会補正予算その1 13.8億円

（国庫補助決定に伴うもの、庁舎等の電気

代等高騰に伴うもの約6億円及びその他必

要とする経費＝コロナ対応の時間外手当増

額分など）

■11月議会補正予算その2 292.1億円

（国の令和4年度補正予算（第2号）に係る

もの＝公共事業約284億、職員の給与改定

に係るもの約2億、及びその他必要な経費

＝水産高校実習船造船費用6億円など）

■11月議会補正予算その3 38.5億円

（国の令和4年度補正予算（第2号）に係る

もの＝送迎バスの安全装置など約9.6億円、

年明け以降の観光需要喚起策に係るもの約

19億円、及び高病原性鳥インフルエンザ対

策に係る経費約9.4億円など）

合計約597億円の増額補正がなされました。

月
１
日
と
２
日
で
臨
時
会
が
開
か
れ
、

月

日
か
ら

11

11

18

12

月
７
日
ま
で
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高
対
策
、
原
油
高

対
策
、
そ
し
て
台
風

号
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
補
正
予

14

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
冒
頭
提
案
に
加
え
、
国

の
予
算
審
議
と
並
行
す
る
形
で
さ
ら
に
二
度
の
追
加
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
く
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は

ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
も
一
生
懸
命
予
算
作

成
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
作

業
に
も
出
動
し
た
職
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。



☆
質
問
☆
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

つ
い
て
）
国
連
の
障
害
者
権
利
委
員
会

は
、
分
離
教
育
と
な
っ
て
い
る
日
本
の

特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
を
批
判
し
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
を
勧
告

し
た
が
、
教
育
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）
い
わ
ゆ
る
共
生

社
会
の
実
現
は
不
可
欠
で
、
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
は
た
い
へ
ん
重
要
で
推
進

に
努
め
て
い
く
。
個
別
の
ニ
ー
ズ
も
尊

重
し
、
学
び
の
場
の
選
択
が
的
確
で
あ

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

☆
私
の
思
い
☆

日
本
の
常
識
は
世
界
の

非
常
識
だ
っ
た
り
す
る
問
題
。
教
育
に
か

け
る
予
算
が
削
ら
れ
る
中
で
、
分
離
教
育

の
見
直
し
に
消
極
的
で
す
。
対
G
D
P
比

で
先
進
国
最
低
で
あ
る
教
育
予
算
で
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
る
た
め
に

必
要
な
人
員
の
配
置
は
困
難
と
言
え
ま
す
。

防
衛
費
よ
り
教
育
に
も
っ
と
予
算
を
！

☆
質
問
☆
（
県
庁
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
カ

ラ
ー
は
ど
ん
な
意
味
？
）
県
庁
本
館
が

様
々
な
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、

そ
の
色
が
示
す
意
味
の
検
索
を

容
易
に
し
て
ほ
し
い
。

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）
県
が
実
施
す

る
様
々
な
啓
発
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ

ー
を
投
影
し
て
い
る
。
色
の
意
味
を
丁

寧
に
説
明
で
き
る
よ
う
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
情
報
を
県
庁
掲
示
板
や
、
Q
R
コ
ー

ド
を
使
っ
て
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘

導
す
る
な
ど
、
簡
単
で
わ
か
り
や
す
く

伝
え
ら
れ
る
取
組
を
具
体
的
に
進
め
て

い
く
。

☆
質
問
☆
（
国
民
健
康
保
険
）
県
が
国

保
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
５
年
、
運
営

の
実
態
は
？
保
険
料
水
準
を
市
町
村
間

で
統
一
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）
保
険
税

収
納
率
は
向
上
し
、
差
押
件
数
は
減
少
。

短
期
被
保
険
者
証
や
、
資
格
証
明
書
の

交
付
世
帯
数
も
減
少
し
て
い
る
。
保
険

料
水
準
に
つ
い
て
は
市
町
村
毎
に
医
療

費
水
準
、
保
健
事
業
の
内
容
、
保
険
税

の
算
定
方
式
な
ど
が
異
な
る
。
統
一
化

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
県
と
市
町

村
の
連
携
会
議
で
整
理
を
し
て
い
る
。

〈近況報告〉◆11月１日～２日臨時議会 台風１４号災害対策、原油高対策な

どに２５３億１千万円余の補正予算案。◆11月18日～12月7日定例県議会 台風14

号災害の復旧･復興費や物価高、コロナ禍で疲弊した経済対策など３４４億円余の

増額補正予算案など。職員の定年延長に関する条例改正や個人情報保護法の施行

条例、地方公共交通維持のための財政支援を求める意見書、LPガス料金上昇抑制

のための財政措置を求める意見書など採択しました。すべてを掲載できませんので詳しくは県

広報や宮崎県庁ホームページをご覧ください。

〈さまざまなスナップ〉

街頭から国民生活を守れと訴えました↑

↑泉代表、しっかり！

国葬に反対する集会で↑

月
曜
日
朝
の
定
例
街
頭
演
説

新
し
い
県
水
産
調
査
船
の
就
航
↓

日米共同訓練反対の申し入れ↓

☆
質
問
☆
（
知
事
の
福
祉
・
医
療
政
策

に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て
）
知
事
の
選

挙
に
向
け
た
政
策
に
お
い
て
医
療
・
福

祉
に
対
す
る
思
い
を
確
認
し
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
福
祉
・
医
療
の
充

実
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
根
幹

で
あ
る
。
就
任
以
来
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
導
入
や
県
立
宮
崎
病
院
の
建
設
な
ど

強
化
し
て
き
た
。
重
度
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
な
ど
地
域
生
活
を
支
え
る
施

策
に
取
り
組
ん
だ
。
県
民
の
い
の
ち
と

健
康
、
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
精
神
科
医
療
に
つ
い
て
）

国
連
の
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
日

本
の
精
神
科
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

政
府
に
勧
告
を
行
っ
た
。
社
会
は
変
化

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

知
事
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）
地
域
社
会
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
要

請
さ
れ
た
も
の
。
入
院
医
療
中
心
か
ら

地
域
生
活
中
心
へ
と
い
う
基
本
理
念
に

基
づ
い
て
、
取
組
が
進
め
ら
れ
る
と
思

う
。
理
解
促
進
と
支
援
体
制
の
充
実
に

取
り
組
む
こ
と
で
障
害
の
あ
る
な
し
で

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
に
努
め
る
。

☆
私
の
思
い
☆

地
域
経
済
の
振
興
に
目
が

行
き
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
に
暮
ら
す
一
人
ひ

と
り
の
幸
福
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
崎
づ
く
り
に

対
す
る
思
い
を
確
認
し
ま
し
た
。

子どもを送迎するバスに置き去りにして、死亡させ

た事件を機に、政府は全国のスクールバスや、幼稚園

バス、放課後デイサービスなど、子どもの送迎に利用

される車両のすべてに、安全装置の設置を義務化しま

した。そのために必要な機器の設置に必要な費用助成

に11月議会に1億1千万円ほどが補正予算として提案さ

れました。

運転士が最後尾まで行き、ボタンを押さないと音

が消せない装置や、AIが人の存在をカメラ監視する

タイプなど様々な機種があります。

市町村が、妊娠届出の時から、出産後の特に０歳から２

歳の低年齢期の子育て家庭に寄り添いながら、出産・育児

等の悩み事に応えて支えていく伴走型相談支援の充実を図

ります。また、妊娠届出時に5万円、出産届出時に5万円

と、妊婦等に対して出産育児関連用品の購入費などに当て

る目的の金品の支給を行います。

核家族化が進み、地域の支援も希薄となっていく中で、

孤立した妊娠･子育てになることを防ぎ、安心して子育て

できるよう相談支援機関との関係を密に出来る工夫をして

います。

2022年4月以降に妊娠や出産された方を対象として事

業がスタートします。

「水と緑の森林づくり」県民ボランティア

の集い↑ 高鍋町議選の応援に→

私
の
質
問
や
、
そ
の
答
弁
、
提
案

さ
れ
た
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。




